
 

     

平 成 ２ ７ 年 ５ 月 １ 日 

国土交通省中部地方整備局 

名 古 屋 港 湾 事 務 所 

 

 

 

 

 

 

 

■概要 

4 月 22 日、中部地方整備局 名古屋港湾事務所は、見学会をよりわかりやすく、また、質の高い

案内とするため、18 名の「名古屋みなとサポーター」を認定し、同事務所内にて認定証授与式を行っ

た。 

名古屋港湾事務所では、「visit 2000 プロジェクト」として、今年度、同事務所の船などで案内する

名古屋港の見学者数 2000 名を目指している。 

昨年度は、6 月からサポーターの協力を得て、質の高い港案内となるように試行的に実施したとこ

ろ、見学者から「わかりやすい」と評判も良いことなどから、今年度、正式に「名古屋みなとサポータ

ー」制度として発足させた。 

 

「名古屋みなとサポーター」は、港に関わる仕事の経験者で、港をよく知っている方々。港を案内

する際、港の役割や名古屋港の現状について説明を行っている。 

 

認定証授与式には、山口良永様（ＮＰＯ法人伊勢湾フォーラム）をはじめ、１１名が参加。 

永井名古屋港湾事務所長より、認定証を授与した。 

認定証授与式の後、サポーターの一人である柳田哲雄様（堀川文化を伝える会）により、昨年度

に試行した港案内の活動報告が行われ、今後の取り組みについて意見交換を行った。 

 

 

 

■配布先  中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、名古屋港記者クラブ、港湾新聞、 

港湾空港タイムズ、日本海事新聞、海事プレス 

 

 

■問合せ先 

  国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所 

  企画調整課 板生（いたお）  TEL ０５２－６５１－６７６３ FAX ０５２－６５２－０３０３

 

＜平成２７年度 「visit 2000プロジェクト」報告＞ 

「名古屋みなとサポーター」の認定証授与式を開催 



 

 

■授賞式の様子

 

授与式の様子① 

左 名古屋みなとサポーター 山口良永様 

 

 

認定証 

 

 

活動報告の様子① 

名古屋みなとサポーター 柳田哲雄様 

 

授与式の様子② 

左 名古屋みなとサポーター 山口良永様 

 

 

感謝状 

 

 

活動報告の様子② 

名古屋みなとサポーター 柳田哲雄様



 

 

■＜参考＞ 

活動報告の主な内容（平成26年度に「名古屋みなとサポーター」が案内した見学について） 

平成26年度に15団体、711名を案内 

（小学校：２校、中学校：１校、高校：３校、大学：１校、その他：７団体） 

サポーターとして感じたこと 

・見学者は、年齢層や職業等に関係なく港に対する関心が高い。 

・見学者は期待するものがそれぞれ異なるため、事前リサーチを行い説明の仕方を工夫する 

必要がある。 

・港湾業務艇「翔龍」に乗船し名古屋港を見学するだけでなく、海洋環境船「白龍」や浚渫兼油 

回収船「清龍丸」に乗り、船内作業を見学できると良い。 

・名古屋港には、物流基地といった役割以外にも多様な顔（魅力）を持っている。 

・サポーターとして、ひとりでも多くの人に名古屋港の魅力を伝えていきたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


